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子どもの虹情報研修センター機関紙 

               企画・編集室（担当：南山）お気づきの点は下記まで… 

〒245-0062 横浜市戸塚区汲沢町 983番地  

子どもの虹情報研修センター 

TEL：045-871-8011 FAX：045-871-8091 Email：guest-1@crc-japan.net 

 

H25 研修より申込方法を変更しています！ 

Fax での申込→インターネットによる申込 
詳しくは各研修の実施要項や HP をご覧ください。 

 
 
 

 9月 13～16日、IFCO大阪世界大会が開催されました。大会のメインテーマは「家庭養護の推進に向け

て協働しよう Moving Forward Hand in Hand for Foster Care！」でした。大会には、述べ約 3,700名（ユ

ース含）、海外からは 23か国約 130名の方が参加されたそうです。 

 4日間にわたり、たくさんの講演・シンポジウムが設けられました。基調講演では、国連の「児童の代

替的養護に関する指針」をもとに作られた「Moving Forward: Implementing the ‘Guidelines for the 

Alternative Care of Children'」という家庭外養護児童への支援ガイドラインが紹介されました。講演の

中で、子どもやその家族を支援していくためには“多層な”チーム・ネットワークを作り、“Child Centered”

という共通の目的を持ち、子どものニーズに沿った支援が大切であることが述べられました。 

また、シンポジウム「社会的養護経験者からの声」では、里親家庭や児童福祉施設で育ったユースがそ

れぞれの経験を語ってくれました。様々な壁にぶつかりながらもこれまでの人生を生き抜き、自分の言葉

で語る姿は、児童福祉に携わる私たちに強いメッセージを送ってくれ、“子どもの声を聴くことを決して

忘れてはいけない”ことを再認識しました。 

実行委員長の渡邊守さん（NPO法人キーアセット）は、閉会セレモニーの中で、「社会的養護のもとに

いる子どもたちが背負っているリスクを大人たちがまず手を取り合い回避しよう」と述べ、心のこもった

熱いメッセージが伝わってきました。（南山） 

IFCOの HP：http://www.ifco.info/  

 

IFCO2013 大阪世界大会が開催されました！ 

開会セレモニーでのフラッグパレード 

～25 か国の旗がユースによって掲げられました！ 

IFCO（HP より） 

International Foster Care 

Organization 

子ども中心の社会的養護と家

庭養護の促進と援助を目的と

した世界唯一の国際的ネット

ワーク機構。1981 年に結成さ

れ、現在会員は世界 60 カ国以

上に広がっている。 

★公開講座を開催します★ 

「親子のコミュニケーション-関係性を豊かに育む-」 

正高信男教授（京都大学霊長類研究所） 

11 月 12 日（火）13:00～15:30 

参加費：無料    申込方法はこちら↓ 

http://www.crc-japan.net/contents/notice/guide41.html 

 

第 7 回子ども虐待防止 
オレンジリボンたすきリレー 

「子ども虐待防止オレンジリボンたすきリレー」は、子ども虐待予防啓発活動とし

て始まり、今年で 7 年目を迎えました。 

湘南コース、都心コース、鎌倉・三浦・横須賀コースの 3 コースに分かれ、 

オレンジ色のたすきをかけたランナーがリレーでつなぎ、山下公園へのゴールを

目指します。 

スタート地点の渋谷ハチ公広場、鎌倉高徳院、 

中継地点の東京タワーをはじめ各中継所、 

そして山下公園では手作りのオレンジリボンを 

市民に配布する他、ステージを設け様々な 

キャンペーンを行います。 

20 日には栃木県小山市、 

同日 27 日には滋賀県、 

11 月 10 日には岐阜県 

でも開催されます。 

応援よろしく 

お願いします！ 

10月 27日(日) 
開催！ 

 

日本では、子ども虐待防止を呼びかけるオレンジリボンや乳

がん検査を促進するピンクリボンが有名ですが、海外ではどう

でしょうか？ 

海外では“アウェアネス・リボン（直訳：気付きのリボン）”

と呼ばれ、様々な啓発活動のシンボルとなっています。どんな

種類があるのかなとネットで検索すると…すごい数です！！色

や柄の種類も豊富ですが同じ色のリボンでも複数の支援シンボ

ルとなっていることが多いようです。例えばアメリカのあるサ

イトでは、オレンジリボンは：小児糖尿病、少数文化、飢餓、

肝臓癌、白血病、多発性硬化症、人種平等、人権、の啓発シン

ボルとして挙げられていました。リボンが啓発をすすめる一方、

リボンを作るだけで支援をしているつもりになっているという

批判もあるようです。 

一つ一つ興味深いですが、ここでは子ども虐待に関係のある

シンボル・リボンをいくつかご紹介します。リボン発祥の経緯

は様々ですが、中でも政府や自治体がサポートしている啓発活

動をピックアップしました。（山邊） 

❀ホワイトリボン： 

女性に対する暴力撲滅（カナダ） 

妊産婦の安全啓発（インド） 

❀ブルーリボン： 

児童虐待防止（米国） 

❀パズル：自閉症の啓発（米国） 

❀パープルリボン：家庭内暴力防止（米国） 

❀イエローリボン：児童虐待防止（韓国） 

❀オレンジリボン：児童虐待防止（日本） 

 

 

 

情報発信の配信先アドレスの変更・配信停止等ございましたら 
guest-1@crc-japan.net までご連絡ください。 

たすきリレーHP：http://www.orange-tasuki.org/ 

http://flowerillust.com/html/etc/hanataba013.html
http://flowerillust.com/html/etc/hanataba013.html
http://www.crc-japan.net/contents/notice/guide41.html

